
第 35回第 35回
全国都道府県中学生相撲選手権大会全国都道府県中学生相撲選手権大会

開会式　南和文（日本相撲連盟会長）が挨拶開会式　南和文（日本相撲連盟会長）が挨拶
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ニュース　全国都道府県中学生相撲選手権大会

　

第
35
回
全
国
都
道
府
県
中
学
生

相
撲
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
日
本

相
撲
連
盟
）
が
８
月
11
日
に
東
京
・

両
国
の
国
技
館
で
行
わ
れ
、
団
体

戦
と
個
人
の
部
（
無
差
別
級
・
軽

量
級
）
で
優
勝
を
争
っ
た
。

　

団
体
戦
の
決
勝
は
、
３
度
目
の

優
勝
を
目
指
す
熊
本
県
と
高
知
県

の
試
合
と
な
り
、
２
―
１
で
熊
本

県
が
接
戦
を
制
し
、
７
年
ぶ
り
の

優
勝
を
飾
っ
た
。

　

個
人
戦
・
無
差
別
級
の
決
勝
は
、

前
回
大
会
３
位
の
片
桐
恭
晟
（
石

川
）と
橋
本
義
成
（
熊
本
）
の
対
戦
。

片
桐
が
引
き
落
と
し
を
決
め
て
前

回
大
会
の
雪
辱
を
果
た
し
た
。

　

同
軽
量
級
の
決
勝
は
、
加
藤
守

陽
（
愛
知
）と
山
野
邉
玲
優
（
茨
城
）

の
対
戦
。
２
回
の
取
り
直
し
の
末
、

加
藤
が
優
勝
を
手
に
し
た
。

　

大
会
で
は
開
会
式
後
に
令
和
６

年
度
少
年
少
女
武
道
優
良
団
体
の

表
彰
が
行
わ
れ
、
大
川
道
場
（
広

島
）、辺
野
古
相
撲
ク
ラ
ブ
（
沖
縄
）

へ
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

団
体
戦
、
熊
本
県
が
７
年
ぶ
り
の
優
勝

団
体
戦
、
熊
本
県
が
７
年
ぶ
り
の
優
勝団体戦・大将戦＝佐藤（熊本・手前）が下手投げ団体戦・大将戦＝佐藤（熊本・手前）が下手投げ

第第
3535
回
全
国
都
道
府
県
中
学
生
相
撲
選
手
権
大
会

回
全
国
都
道
府
県
中
学
生
相
撲
選
手
権
大
会
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■
団
体
戦

■
団
体
戦

　

予
選
は
各
チ
ー
ム
３
試
合
を

行
い
、
勝
ち
数
が
多
い
16
チ
ー

ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

ん
だ
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
準
決
勝

の
顔
ぶ
れ
は
、
熊
本
県
、
高
知

県
、
青
森
県
、
石
川
県
と
な
っ

た
。

　

準
決
勝
第
１
試
合
、
熊
本
県

と
青
森
県
の
対
戦
は
、
２
―
１

で
熊
本
県
が
勝
ち
、
今
大
会
個

人
戦
・
無
差
別
級
準
優
勝
の
橋

本
と
同
３
位
の
佐
藤
珀
呂
汎
を

有
す
る
選
手
層
の
厚
さ
を
見
せ

つ
け
た
。

　

準
決
勝
第
２
試
合
、
今
大
会

無
差
別
級
で
優
勝
し
た
片
桐
を

擁
す
る
石
川
県
に
、
２
―
１
で

高
知
県
が
勝
利
、
決
勝
へ
と
駒

を
進
め
た
。

ナランバタ（左）が橋本を外掛け

心技体 人を育てる総合誌

　先鋒戦
　橋本義成　外掛け○ナランバタ オーダム
   （熊本）　　　　　　　　（高知）
　団体戦決勝トーナメントで負けなし　団体戦決勝トーナメントで負けなし
の橋本とナランバタとの対戦。の橋本とナランバタとの対戦。
　立ち合い、橋本が鋭く踏み込んで技　立ち合い、橋本が鋭く踏み込んで技
を掛けようとしたところをナランバタを掛けようとしたところをナランバタ
が外掛けで勝利。が外掛けで勝利。

大手（左）が浜田を寄り倒し

　中堅戦
　大手星来　○寄り倒し　浜田美汰
   （熊本）　　　　　　　　　　（高知）
　立ち合い、両者激しくぶつかり合　立ち合い、両者激しくぶつかり合
う。浜田が足を掛けようとするが、大う。浜田が足を掛けようとするが、大
手は浜田のまわしを両手で手は浜田のまわしを両手で摑摑

つかつか

んで持ちんで持ち
上げた。浜田の両足が浮いたところを上げた。浜田の両足が浮いたところを
大手は勢いそのまま体を浴びせながら大手は勢いそのまま体を浴びせながら
寄り倒した。寄り倒した。

佐
藤
（
左
）
と
ア
ナ
ン
ド
と
の
立
ち
合
い

佐
藤
（
左
）
と
ア
ナ
ン
ド
と
の
立
ち
合
い

　大将戦
　佐藤珀呂汎　○下手投げ　アナンドアディテヤ
   （熊本）　　　　　　　　　　　（高知）
　佐藤は今大会無差別級で３位とな　佐藤は今大会無差別級で３位とな
り、団体戦決勝トーナメントで負けなり、団体戦決勝トーナメントで負けな
し。優勝が決まる重要な試合。両陣営し。優勝が決まる重要な試合。両陣営
とも選手の背中をとも選手の背中を叩叩

たたたた

き、気合を入れた。き、気合を入れた。
　立ち合い、体重差で勝るアナンドが　立ち合い、体重差で勝るアナンドが
佐藤を土俵際まで追い込むが、佐藤が佐藤を土俵際まで追い込むが、佐藤が
下手投げを決めて優勝を勝ち取った。下手投げを決めて優勝を勝ち取った。

■決勝■決勝
　熊本県　２―１　高知県
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■
個
人
戦
・
無
差
別
級（

■
個
人
戦
・
無
差
別
級（
7070
名
）
名
）

　

16
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
を
行
い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
優
勝
者
が

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
ん
だ
。

　

決
勝
は
前
回
大
会
３
位
の
片
桐
と
183

㎝
・
125
㎏
と
恵
ま
れ
た
体
格
を
持
つ
橋
本

と
の
対
決
と
な
っ
た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
結
果
は
以
下
の

通
り
。

◇
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦

片
桐　

恭
晟　

寄
り
切
り　
テ
ム
ジ
ー
ン 

チ
ル
グ
ン

古
山　
　

宙　

引
き
落
と
し　

佐
々
木
泰
寿

椿　
　

留
一　

引
き
落
と
し　

横
山　
　

奏

佐
藤
珀
呂
汎　

下
手
投
げ　

手
塚　

結
斗

菅
間　

奏
心　

押
し
出
し　

原
田　

泰
誠

ク
リ
ン
ミ
ー 

光
輝　

寄
り
切
り　

浜
田　

美
汰

牧　
　

鷹
山　

突
き
落
と
し　

寺
尾　

彦
太

橋
本　

義
成　

突
き
出
し　

中
村　

颯
斗

◇
準
々
決
勝

片
桐　

恭
晟　

押
し
出
し　

古
山　
　

宙

佐
藤
珀
呂
汎　

寄
り
切
り　

椿　
　

留
一

菅
間　

奏
心　

突
き
落
と
し　
ク
リ
ン
ミ
ー 

光
輝

橋
本　

義
成　

寄
り
倒
し　

牧　
　

鷹
山

◇
準
決
勝

片
桐　

恭
晟　

押
し
出
し　

佐
藤
珀
呂
汎

橋
本　

義
成　

寄
り
切
り　

菅
間　

奏
心

片桐（左）と橋本の立ち合い

■決勝■決勝
　片桐恭晟　○引き落とし　橋本義成
   （石川）　　　　　　　　　　　（熊本）
　立ち合い、激しくぶつかり合うが、片桐は一瞬の隙を見て橋本を引き落として勝利した。　立ち合い、激しくぶつかり合うが、片桐は一瞬の隙を見て橋本を引き落として勝利した。
　わんぱく相撲でも注目をされていた片桐は前回大会３位の雪辱を果たした。片桐は炎鵬関（伊勢ケ濱　わんぱく相撲でも注目をされていた片桐は前回大会３位の雪辱を果たした。片桐は炎鵬関（伊勢ケ濱
部屋）と大会前に会い、「自信を持って行け」とアドバイスされ力を部屋）と大会前に会い、「自信を持って行け」とアドバイスされ力を貰貰

もらもら

ったと決勝後に語った。ったと決勝後に語った。

片桐（左）が橋本を引き落とし
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幅
広
い
選
手
の
参
加
を
促
す
た
め
に
、

第
21
回
大
会
（
２
０
１
０
年
）
か
ら
軽
量

級
（
75
㎏
未
満
）
が
始
ま
っ
た
。
軽
量
級

に
は
各
都
道
府
県
（
奈
良
県
を
除
く
）
か

ら
１
名
ず
つ
計
46
名
が
出
場
し
、
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
で
優
勝
が
争
わ
れ
た
。

　

決
勝
に
進
ん
だ
両
者
は
、
中
学
２
年

生
・
加
藤
が
169
㎝
・
63
㎏
に
対
し
、
中
学

３
年
生
・
山
野
邉
は
165
㎝
・
65
㎏
と
互
角

の
体
格
を
有
す
る
。
共
に
ス
ピ
ー
ド
が
あ

り
、
自
分
よ
り
も
大
き
い
相
手
に
勝
利
し

て
き
た
二
人
が
頂
点
を
争
っ
た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
結
果
は
以
下
の

通
り
。

■
個
人
戦
・
軽
量
級
（

■
個
人
戦
・
軽
量
級
（
4646
名
）
名
）

◇
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦

山
野
邉
玲
優　

突
き
出
し　

池
田
琥
大
郎

東
島　

大
夢　

下
手
投
げ　

吉
田　

琉
聖

割
谷　

純
虎　

寄
り
切
り　

室
谷　

優
輝

玉
城　

鳳
真　

打
っ
棄
り　

戸
田　

勇
翔

加
藤　

守
陽　

掛
け
投
げ　

平
戸　

琉
輝

中
村　

祐
俊　

突
き
出
し　

鈴
木
獅
寿
琉

杉
原　

聖
梛　

寄
り
切
り　

工
藤　
　

慧

鳴
海　

百
起　

押
し
出
し　

廣
渡　

翔
和

◇
準
々
決
勝

山
野
邉
玲
優　

突
き
出
し　

東
島　

大
夢

玉
城　

鳳
真　

上
手
投
げ　

割
谷　

純
虎

加
藤　

守
陽　

突
き
落
と
し　

中
村　

祐
俊

杉
原　

聖
梛　

小
手
投
げ　

鳴
海　

百
起

◇
準
決
勝

山
野
邉
玲
優　

突
き
落
と
し　

玉
城　

鳳
真

加
藤　

守
陽　

肩
す
か
し　

杉
原　

聖
梛

　両者とも綺
きれい

麗な仕切りをみせ、すぐに立ち合いに。加藤がも
ろ差しから一気に吊り出そうとするが、山野邉の打っ棄

ちゃ

りで同
体。取り直しもさらに同体。３回目の取組、加藤は「負けても
いいから投げてやる」と気迫のこもった小手投げを決めた。
　加藤は今大会が初めての全国大会。相撲は小学校高学年から
始め、週１回の稽古を行っている。柔道の経験もあり、中学校
では 110㎞ /h を投げる野球のピッチャーもこなし、運動神経
の良さが窺

うかが

える。

３回目の取組・加藤（左）が小手投げで優勝を決める

■決勝■決勝
　加藤守陽　○小手投げ　山野邉玲優
   （愛知）　　　　　　　　　　（茨城）
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